







歴史地理学調査報告 節目J▲103－1161996   
外秩父大野村における信仰の展開  
三木 一彦   
































































Ⅱ 大野村の宗教施設  

























景にも迫ることを試みる。   
大野柑では，都幾川の北側に広がる標高200～  
400mの南向き傾斜地を中心に家が散在し，家々  












ての形を整えたことがうかがえる。   
大野村は江戸時代を通して幕府領であり，水田  
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第2図 対象地城図   
l墳神 2梯子手続 3赤岩 4ヒ鹿 5lニノ谷戸杭 6成沢 7下モ 8宮沢 9上サ  
l（川l閉域附11桐木 ユ2千萩13篠ノ畝14柴平15飯森16上ノ久保統17石小土  
1糾－カ19梅ノ木沢 20竹ノ谷 21上ミ 22柏倉 23勝負平 24大嶺 25陣場平  
26浅間山 27浅間ノ前 28半根f√ 29船ノ沢 30鳶ノ巣 31丸山 32大羽根 33朴ノ木穴  
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一定の独自性をもっていたことを示している。   
また，村内には天台宗の常円寺と真言宗の不動  
寺の2つの寺があった。常円寺は大野山と号し，  
－106一   
第1東 大野に現存する石造物憫」工戸時代および年次不明分－  
番号   字   種 類   年 次   備考（所在地・道立者など）   
tl］  ／トト戚   乗師加東   延雫こi（1675J   薬師堂，眼病治癒   
［2】  八木成   地蔵蕃疲   廷詫H（1676）   削拍堂，「一周忌酋朋」   
「ニ毒］  Lノ谷Jイ続   石両   元締6（169：i）   御岳さま山内，金剛院道立   
ウツギ人   別時念仏塔   元禄（i（169：5）   り魔の嵐「十七［】念仏」   
［5］  下モ   地蔵首藤   元禄‖（1701）   
［6］  竹ノ往   地蔵苦痛   元禄14（1701）   
［7】  トモ   紆号堵   元禄16（■17【l：i）   川ノ久阻軋「南餌阿弥陀仏」  
＝‖  トモ   懐中堵   元禄年間   年次イ、明   
中カ   通園塔   ‘藍：水6（17川＝   「／てト∴部伐盤】   
［1（り  上ノ往い続   地蔵韓藤   留保lし）＝725）   （藤咤♂－）イポ紳きま）   
［11］  ホ宇；   右桐   射射1（1726）   （七能代神．1  
r12］  竹ノ谷   頓申堵   射勘朝1734）   
［l：り  Lノ久保耗   地蔵嘗薩   娃車2（1745）   不動尊  
［14］  ムー′卜上   重縁堵   一己二暦5（1755）   「為先狙代々隈縁」   
［15］  上サ   地蔵汚薩   文麿6（1756）   常門番，愛宕柏進講中道！ンニ  
【16］  石小上   11岬）神塔   ‘iぎ：簡11（17tう1）   
［17］  竹ノ舘   山の神塔   ‘・打館‖＝7641   熊野  
［1机  宮沢   墾観鉦   明和元（17fi4）   「為替凝用いh  
［19］  赤告   トト観音   明朝元出7付＝   
〔コ（11  トモ   巡持塔   明和7（177り）   秩父坂射射毛Ⅲ射幸‖共港晴  
F二11  宮沢   ′友永5（177机   
F22j  竹ノ行   ′l二隼摂待供産塔   一夏水5（177机   
【ココ】  卜1：   名号堵   宜永7r177と；）   大野車・J■講申造－） 
【2‘il  竹ノ往   ．†l渦潮情   ㈲政申17日2）   大野柑溝中遺lナ   
に＝  赤手；   馬頭糾洋   頭観音  魔政I＝17リ射   り兵藤塚）   
＝机  横行紘   †■．夜堺   魔政7（17リ〔）   女■淋卜竜l〉‥「 
【コナ】  横行続   ．1ち頭観i－1・   胤放射17リ7）   （純音塚J  
【28．】  L帝   馬頭観洋   ㈲放射17！17）   
【ごミり  篠ノ畝   庚申堵   や和二i（l甜＝）   L根付溝lい造一丁 
【二羽  撒往紘   聖徳偶発囁   文化1川はlニり   
h＝  ートモ   筆塚   と化l川」甘＝）   人野村筆／▲小ほか遺立  
巨i2］  蟻神   論調堵   文化11（18日＝   人野村講中途J 
【ニ叫  宮沢   ．l．1通真如洋   文化1：う＝針捕）   
【34」  神埼十   蟻頭観汀   文化l封1汀用）   いノ吊加齢．人野付紺車道l†二  
rニ瑚  境川   倹申堵   丈化l二illポ＝＝   鮎11．漉中道－：／二   
t3り  竹ノ往   戊申堵   文化lニう＝Hlfi）   人野付人講申茂れ   
【二i7】  lニノ作り耗   馬頭観音   丈政・′l（1‡ろ21）   
［38］  境神   蟻頭観昭   丈政11（lH2鋸   
〔：剃  上ノ久保純   1十 二夜塔   文政11（は2削   トサ講中  
【4U．1  一釦尺   馬頭観首   文政13（18二1（‖   
【4．1〕  桟開山   富士溝碑   天保4r1833）   浅間日出傭人野村講坤儲J  
【42〕  中カ   巳待堵   天保15（1日車＝   大野相中選一軋粗銅灘  
【43］  宮沢   馬盛観沓   風水申1H51J   
【44］  上ノ谷戸耗   イく動明王   文久／亡（1861）   御伍さま山内  
【45〕  上ノ祢戸錆   地蔵終薩   文久J亡（1純1）   御伍さま＝．】r勺   
【46］  上ノ谷トf紘   地戯蕃薩   史久元け輔＝   御枯さま山内   
【47］  1ニノ狛・て粍   大江大様現   丈久：う（1輔：う）   御ほ■きま山内   
【48］  上ニノそ汀i維   木蘭御岳沸碑   文久二う（186ニー）   御岳さま11．】内   
【491  上ノ谷再縄   木暫御岳講碑   文久：i（l輔3）   御岳さまIt＝勺   
【50】  上ノ谷戸粍   本健脚岳沸碑   文久3（18梢）   卸店さま山内  
【51］  什ノ谷   魔神碑   文久：ir186：i）   
【52］  上ノ谷戸枕   績界石   文久：うー186封   御伍さま川内，大野付諦遁」二  
【53】  上ノ谷戸耗   石打馳   元清元（1鋸4）   元治2 御岳さまIl．1内  
r54］  下モ   窓神碑   （1壬i65）   
【55］  下モ   聖徳供班塔   元治2＝鋸5）   大野刊‾講中道i†二  
【5fり  十．ノ谷り粍   巡拝塔   慶応2＝胱6）   卸店さま11t内   
【57］  上ノを汁i粍   手水石   腱応コ（1866）   御岳さま山内   
r58j  朴ノ木ぺ   不動明上   不明   不動濾  
r591  上サ   地蔵蕃薩   不明   
【601  宮沢   地蔵汚薩   不明   
【61】  中カ   地蔵持薩   イ、明   
【62】  什ノ舘   地蔵持塵   イこ明   諏訪  
【6二り  竹ノをi   地蔵韓頗   不明   御精進覚   
r641  中カ   馬頭観音   不明   
【65】  梅ノ木沢   馬頭観酋   不明   
r輔1  宮沢   顆申囁   不明   （お庚申きか．曲痛庶し  
【67】  檎忽   山の神堺   不明   汚・呈   
才i両   不明   
【（叫  横舘緯      【69〕  陣場寸ミ   石両   小柑】   
r7tI】  ウソギ人   丸山諦念住用   不明   セキソンきま  
ド＝  ，と．叶   缶iJ・堵   常トⅠ卜宇．I】向簗阿弥陀仏」   
【72］  竹ノ首   名号塔   不明   南無阿弥陀仏」   
tT：り  成沢   聖徳供養堺   不明   
t741  下モ   石村絶   不明   
［75］  宮沢   句碑  イこ明  
通標  
道標  一 不明   























第2表 大野柑の宗教施設に関する記載  
正徳3  
社寺名   （1713）   （1837）   （1869）  備  考   
妙見社   ○   （⊃   ○  現，大野神社  
不動寺   ○   ○   ○   
常円寺   ○   （⊃   ○   
伊勢宮   ○   （⊃  七重  
熊野宮   ○   C〉   ○  同上   
山神宮   （⊃  同上   
地蔵堂   ○   （⊃   ○  同上   
地蔵堂   （⊃   （⊃   ○  殿ヶ谷戸堂   
地蔵堂   ⊂）   ○   ○  什ノ上堂  
地蔵堂   ⊂）   （〕   ○   
地蔵堂   （⊃  
阿弥陀堂   ⊂）   （⊃   田ノ久保堂                        ○   
薬師堂   












3）御乱座壬・八海山神王・三等lい天・不動明王而・長崎大   
明神之官を含む．  
に求める例もみられ，例えば森田家は，乎村の霊  
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まって日待を行なっていた。   
第3表にあげた講のもうひとつの大きな特徴と  
して，各地の寺社への代参講がいくつかみられる  








































第3表 大野村におけるおもな清一明治初期－  
講 名   講の日   備   考   
榛名講   4月15日  嵐除け・虫除け，札を畑の隅に立てる   
大山講  7月15日  
富士講  3月3日   
伊勢請  不定  
古峰ケ原請   不定   火防の神   
成田請   毎月28日  不動（川越）に月参りする人もいる   
呑竜請（太田）  不定   子育ての安全を祈る   
産審議（伊勢崎）  3月15日  妊娠中は弘法さん（越生）にも願掛け   
丸神請   1月9日  木曽御岳請，明治10年（1877順に創始   
L山の神講   2月初申  L山仕事仲間が集まる   
オシラ講  2月初午  
馬頭観音講  
太子講  2月22日   
天神講   1月25日  子供が集まって習字を行なう   
精進請   7月15日頃  各耕地ごとに行なう   

























であった。   
このほか，婦人が参加するオシラ講や春竜講・  
産泰講があるなど，多種多様な代参講や日待講が  










































4）木曽御岳講   
第1表の中では，幕末に立てられた木曽御岳関  
写寅3 御岳さまの木曽御砧溝碑  























ー112－   
にみえる大野村の人名は，この2名を除いても17  
名に上り，この頃，大野柑で木曽御岳講が盛んに  




















第4表 木曽御岳関係の石造物にみられる大野村外  
の在住者  
番号  道立年次   在   所   名  前   
［49】  棟本留吉  
〃  〃  町田源吾  
ク  〃  村越茂三郎  
く・  粧越新河岸  綿慶茂平  
〃  小浜庸源左衛門  
ク  東都御鋳物師     西村和泉ず）  
．ケ  江郁箱崎町1丁目  
飲薬彦兵衛  
飯田柑   行者大学院  
［50】   
［53】  元治元（1864）  川越新河岸   宮沢源左衛門   
〔56】  慶応2（1866）  川越新河岸   宮沢滴之助知行   
（都幾川柑史編さん委員会編（1993）．214p・344p．により作成）  
托1）【］内の番号は第1衷と対応する．   
2）附相和泉守はこの石碑の作者である．   









第5図 大野を通る絹の流通経路w天保3年（1832）－  
（森田家文書，5372号．により作成）  

































































































































た′一 なれ 大野柑では明治以降にも2人の行者が  
Lミ耕地の同じ家から出ており，長崎明神は明治   
17年（1884）に，木曽御岳からその家の隣地に勧請  
きれ，御岳さま山内の長崎大明神は姿を消してい  




付 記  
本報告を作成するにあたり，イ†檎郁雄氏をはじめ   
とする大野集落の皆様には，現地調査の際に人変お   
世話になりました〈，また，郎套酎‖柑史輸さん委凝余   
の〃々は，数々の便宜をはかって卜さいました1，さ   
じ）に，、ド成7年度の歴史他姓、デ：′長習では，筑波人′芋   
人文学類の今井啓・木村宏幸両氏のご協力を得まし   
た「．以」㍉．i己して探く感謝申し卜げます 





















8り奇玉県編・発行（1987）：町新鶴埼玉県史 資料編   




・115－－   
34）上・下新河岸における7軒の河岸問屋の中に，小  
浜屋と棉屋の名がみえる。川越市庶務課市史編各   

















告9 白石家・浅見家文書目録』，埼玉県立文宵飽，  
215ページ。  
ー116－   
